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江
藤
　
先
生
は
定
数
通
り
配
置
さ
れ

て
い
る
か
。

教
育
長
　
欠
員
は
な
い
が
、
講
師
の

先
生
な
ど
で
対
応
し
て
い
る
。

江
藤
　
勤
務
実
態
は
ど
う
か
。

教
育
長
　
持
ち
帰
り
の
仕
事
時
間
は

把
握
し
て
い
な
い
が
、
超
過
勤
務

の
方
も
あ
る
。

江
藤
　
先
生
方
の
意
見
も
聞
き
な
が

ら
、
働
き
方
改
善
の
た
め
の
対
策
、

実
行
を
求
め
る
。

教
育
長
　
学
校
の
実
態
を
把
握
し
、

計
画
的
に
勤
務
時
間
の
減
少
に
取

り
組
む
。

江
藤
　
小
学
校
ト
イ
レ
個
室
に
生
理

用
品
の
常
備
、
中
学
校
の
課
題
改

善
を
求
め
る
。

教
育
長
　
小
学
校
は
学
校
の
判
断
に

ゆ
だ
ね
た
い
と
思
う
。
中
学
校
は
、

周
知
、
改
善
す
る
よ
う
伝
え
る
。

江
藤
　
支
援
体
制
や
拠
点
作
り
な

ど
、
町
の
支
援
を
強
め
よ
。

教
育
長
　
支
援
員
の
活
動
な
ど
支
援

体
制
を
確
認
し
、
支
援
を
行
う
。

江
藤
　
道
路
の
安
全
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。
対
応

は
。

町
長
　
町
も
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る

が
、
区
長
か
ら
の
要
望
で
把
握
し

て
い
る
。
白
線
は
年
に
３
回
程

度
、
ま
と
め
て
修
復
作
業
を
し
て

い
る
。

江
藤
　
側
溝
の
土
砂
や
雑
草
の
管
理

は
道
路
愛
護
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
が
、
負
担
過
重
に
な
っ
て
い

な
い
か
。
通
学
路
の
カ
ラ
ー
舗
装

が
で
き

て
い
な

い
と
こ

ろ
が
あ

る
。
計

画
は
。

町
長
　
交
通
量
の
多
い
と
こ
ろ
な
ど

は
町
で
対
応
し
て
い
る
。
道
路
愛

護
は
区
の
状
況
を
確
認
す
る
。
カ

ラ
ー
舗
装
は
、
ま
ず
道
路
の
修
繕

を
し
、来
年
度
ま
で
に
は
整
備
す
る
。

江藤美代子 議員

梅
本
　
公
共
の
道
路
や
水
路
の
保
全

管
理
は
、
今
後
と
も
質
の
高
い
活

動
の
継
続
が
必
要
。
し
か
し
、
現

場
で
は
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
等

で
様
々
な
課
題
に
直
面
し
て
い

る
。
今
が
支
援
強
化
の
好
機
で
は
。

町
長
　
道
路
愛
護
は
、
地
域
の
協
力

な
し
で
は
維
持
で
き
な
い
。
地
元

行
政
区
の
意
見
も
伺
い
、
支
援
し

て
い
き
た
い
。

梅
本
　
農
地
流
動
化
と
規
模
拡
大
の

現
況
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
取
組
と

営
農
改
善
目
標
を
伺
う
。

町
長
　
農
地
面
積
７
１
０
ha
中
、
約

４
６
７
ha
が
担
い
手
に
集
積
、
規

模
拡
大
も
進
ん
で
い
る
。
ス
マ
ー

ト
農
業
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

情
報
技
術
を
活
用
し
、
本
町
の
課

題
で
あ
る
担
い
手
確
保
・
高
品
質

栽
培
技
術
の
継
承
・
労
力
負
荷
軽

減
が
期
待
で
き
る
。
Ｊ
Ａ
八
女
の

部
会
ご
と
に
研
究
会
を
立
ち
上
げ

実
用
化
を
検
討
中
。

梅
本
　
教
材
活
用
の
目
的
と
経
過
・

こ
れ
か
ら
の
取
組
を
伺
う
。

教
育
長
　
町
の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と

は
、
郷
土
愛
を
育
み
、
町
に
誇
り

と
愛
着
を
も
っ
て
も
ら
う
観
点
か

ら
有
効
。
過
去
、
小
・
中
学
生
向

け
に
、
冊
子
を
発
行
し
、
社
会
科

や
総
合
的
な
学
習
資
料
と
し
て
活

用
し
た
。
学
ぶ
べ
き
素
材
は
多
く
、

今
後
は
、
教
え
伝
え
る
教
職
員
の

研
修
会
も
企
画
し
た
い
。

梅本　 　 哲 議員

教職員の働き方

道路整備対策農業振興施策

安全な道路

Q

勤
務
時
間
な
ど
の
実
態
を
つ
か

み
計
画
的
な
改
善
を
求
め
る

A

実
態
を
把
握
し
、
計
画
的
に

進
め
る

Q

道
路
愛
護
の
地
域
支
援
策
を
問

う

A

地
元
の
協
力
を
仰
ぎ
考
え

て
い
き
た
い

Q

農
業
振
興
策
の
成
果
と
目
標
を

問
う

A

課
題
解
決
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
く

Q

セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
や
、
側
溝
の
土

砂
だ
ま
り
、
雑
草
な
ど
の
管
理
は

A

区
長
を
通
し
て
把
握
し
て

い
る

カラー舗装のない通学路

重機を利用し た道路愛護

生
理
用
品
の
配
備

地
域
お
こ
し
協
力
隊

歴史教育

Q

町
史
教
材
活
用
の
充
実
を

A

活
用
事
績
も
あ
り
企
画
検

討
し
た
い


